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阿智村教育委員会 平成 30年 12月定例会会議録 

 

○ 会議日時 平成 30年 12月 21日(金) 午後 1時 30分 

 

○ 会議場所  阿智村保健センター集会室 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：塚田紀昭 

 委 員：原彰彦  委員：熊谷 歩 委員：熊谷恒雄 

【事務局】 

教育次長：熊谷修一（全体進行） 

子育て支援室長：島岡佐喜子 公民館兼社会教育係長：石原哲成 

学校教育係：村田浩一 学校教育専門主事：羽生武彦 

（欠席者 保育園長：原 満 学校給食係長：佐藤卓郎）  

 

１ 教育長あいさつ 

   本年も残り僅かとなったが、本年度の事業については当初計画した諸事業の８割

程度が完了している段階にある。 

 ○12 月定例議会では４人の議員から質問を受けた。白澤議員は「学力向上策」を中

心に英語教育や全国学テの結果、読書に対する取組み、夏季休業の対応等について、

林委員は「保育園の無償化」について、原議員は「学校給食の無償化」について、

吉川議員は「園庭の芝生化」について、である。 

 ○名誉村民の後藤正氏より村教委に対して１億円の寄付を受けた。使途は一応教育委

員会に任せるとのことだが、本人の希望は阿智村後藤正育英基金を設立してほしい

ということである。今度原案を検討していく。 

 ○保健センターを「子育て世代包括支援センター」に改修する計画が民生課との間で

進んでいる。12月補正予算が認められたので年明けから工事に着工する。 

 ○智里西保育園の改築工事は基礎工事が終わり、１月中旬に上棟式を行う予定。現在

のところ工事は順調に進んでいる。 

 （塚田委員） 

   質問した議員は、財源についてどのように考えているのか。 

 （教育長） 

   財源まで具体的に触れた質問は少なかった。原議員は給食費無償化のために村の

基金を取り崩したらどうかと提案された。 

  (熊谷恒委員) 

   なんでも要求すれば通る、よいことを言えば反対はしにくい、という流れの中で、

国や県がエアコンを入れろと言えば入れる。その最後の砦が市町村。どのような判

断をするかに疑問がある。少ない予算の中から「子どものため」には良いが、浜松

市など３年後まで予算がつかない学校も多い。浜松は海抜零メートル、ここは 400

メートル。慌てて入れる必要があるのか。入れてどのような教育をするかというビ
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ジョンがないと、阿智の子どもたちを育てることにはならない。取り入れると言っ

ている人たちは、そこまで考えていないのではないか。暑さの中の涼しさをエアコ

ンの中にいたら感じられない。そういう子どもたちをつくっていくことになるので

はないかと思う。教育委員会の立場が非常に大事になってくる。 

（教育長） 

   教育委員会は保護者や学校からエアコンを導入してほしいとの要望を受けて設

置する。一度に設置するのではなく、学校ごと段階的に予算化していく。 

（熊谷恒委員） 

   予算以上に、この地でどのようの子どもを育てるかという論点を示していかない

と納得してもらえない。 

（塚田委員） 

   理念と現実との折り合いが必要。村教育委員会はある程度よく対応している。 

 

２ 協議事項 

（1）要保護・準要保護児童生徒の認定について 

  ・資料非公開 

  ・事務局案を承認 

（2）地方いじめ防止基本方針の策定について 

  ・学校教育係より説明 

(熊谷恒委員) 

   村民への広報を充実させてほしい。テレビなどを活用してほしい。 

（教育長） 

    広報では要点を掲載する。各学校でも保護者に周知する。民生児童委員にはこ

の基本方針を配布したい。 

 （塚田委員） 

   第三者委員会の設置について、事件が発生した時に作るのか。 

 （教育長） 

   各学校にいじめ防止委員会があり、その代表者で構成される生活・生徒指導ネ

ットワーク会議が村教委にある。通常はこのラインで対策をしていく。重大事案

が発生した際は村教委がいじめ調査委員会を立ち上げる。構成員を具体的しよう

と他教委も調査したが、そこまで詳細に記載してあるところはなかった。 

 （塚田委員） 

   すぐできる組織にすべきだと思うが、基本的にこの基本方針でよい。 

  ・承認 

（3）平成 31年度予算編成に向けて 

  ・各担当係長より説明 

（原委員） 

     子育て支援について、子どもたちは学童保育で自由に遊べるなど学校の方は

充実してきているが、乳幼児の遊び場を求めている保護者が結構いる。休みの

日など高森まで行く保護者もいると聞いた。ワイ Wai 公園を利用することもあ
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る。そういう場所も今後検討していく必要がある。 

（子育て支援室長） 

            現在少ない学童保育支援員で回している。包括支援センターができるとなる

と、村にとってどのような方向がよいのか、今後考えていきたい。センターは

４月からスタートできるよう準備を進める。 

（原委員） 

     中学校体育館の身障者トイレは１階か２階、どちらに設置するのか。 

（公民館兼社会教育係長） 

     社会体育の入口のある２階に設置したい。 

（原委員） 

    今まで不便だったのでぜひ進めてもらいたい。 

(塚田委員） 

      智里西体育館の体育館としての利用状況はどうか。 

（公民館兼社会教育係長） 

       西地区の皆さんが使用。また、月川や昼神温泉のお客さんも利用している。 

（4）平成 30年度全国学力・学習状況調査の広報について 

  ・学校教育係より説明 

（5）後援申請 

  ・飯田冬季中学生サッカー大会（飯田サッカー協会） 

   承認 

  ・学級経営わくわくセミナー（ＮＰＯ長野教師力向上ネット） 

   不承認 

 

３ 報告・連絡事項 

（1）各係からの報告 

   ・駒つなぎの桜の管理について（社会教育係） 

・後藤正氏の寄付金について（総務係） 

 （2）１月定例教育委員会の開催日について 

・１月 17日（木）午後１1時 30分  

（3）その他 

                              （閉会 午後３時 10 分） 

                 

教育委員 署名・捺印 

 


